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東
京
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芸
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書
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科
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窓
会

硯
心
会
だ
よ
り 

第
２
号

　

本
年
の
硯
心
会
書
展
は
、
去
る
平
成
30
年

７
月
19
日
か
ら
22
日
ま
で
銀
座
洋
協
ホ
ー
ル

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
、
硯
心
会
書
展
は
同
時
期
の
同
会
場

で
行
な
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
今
年
の
夏
は
例

年
に
な
い
酷
暑
と
な
り
ま
し
た
が
、
連
日
会

員
の
皆
様
、
関
係
者
の
皆
様
に
ご
来
場
ご
高

覧
頂
き
ま
し
た
こ
と
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

今
回
展
は
、
第
５
期
か
ら
66
期
ま
で
の
85

名
の
会
員
の
皆
様
か
ら
の
世
代
や
流
派
を
超

え
た
多
種
多
彩
な
作
風
の
書
作
品
を
ご
出
品

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
は
60
期
代

の
若
い
期
を
中
心
に
出
品
者
が
増
え
ま
し
た

こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
会
期
中
に
行
な

わ
れ
た
総
会
や
懇
親
会
に
も
、
ご
出
席
を
賜

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
六
十
有
余
年
も
続

い
て
い
る
同
窓
会
は
東
京
学
芸
大
学
書
道
科

卒
業
生
の
母
校
を
愛
す
る
気
持
ち
が
あ
れ

ば
こ
そ
今
日
に
至
っ
て
い
る
と
実
感
し
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
交
流
の
場
を
共
有

で
き
る
こ
と
は
今
後
の
硯
心
会
の
更
な
る

発
展
に
繋
が
る
こ
と
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
展
示
は
東
京
学
芸
大
学
の

先
生
方
の
ご
支
援
を
賜
り
、
書
道
分
野
所

蔵
の
「
上
野
三
碑
」
の
拓
本
を
展
示
い
た

し
ま
し
た
。
平
成
29
年
10
月
31
日
に
「
上

野
三
碑
」
が
第
十
三
回
ユ
ネ
ス
コ
「
世
界

の
記
憶
」
国
際
諮
問
委
員
会
の
審
議
を
経

て
、
ユ
ネ
ス
コ
「
世
界
の
記
憶
」
と
し
て

登
録
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。
こ

れ
を
受
け
て
今
回
の
展
示
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
様
な
貴
重
な
拓
本
が
展
示
さ
れ

て
い
る
こ
の
場
に
立
ち
会
え
た
こ
と
は
書

の
道
を
志
す
私
た
ち
に
は
こ
の
上
な
い
喜

び
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
会
員
の
皆
様
と
共
に
魅
力
あ
る

展
覧
会
を
目
指
し
、
硯
心
会
書
展
を
盛
り

上
げ
て
い
け
る
よ
う
、
役
員
一
同
一
丸
と

な
り
活
動
し
て
参
る
所
存
で
す
。
何
卒
、

ご
支
援
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

特
別
展
示  

日
本
金
石
拓
本 

上
野
三
碑

❖

　

２
０
１
８
年
夏
季

　

理
事
会
・
総
会
開
催
の
ご
報
告

　

去
る
７
月
21
日
（
土
）
18
時
よ
り
銀
座

洋
協
ホ
ー
ル
に
て
理
事
会
お
よ
び
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
詳
細
は
各
期
理
事
宛

に
議
事
録
を
事
務
局
よ
り
お
送
り
い
た
し

ま
す
が
、
報
告
事
項
・
決
定
事
項
に
つ
い

て
の
み
、
簡
単
に
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

①
今
年
度
硯
心
会
書
展
に
つ
い
て

　

出
品
者
数
85
名
（
前
年
度
よ
り
６
名
増
）

　

総
来
場
者
数
４
０
４
名

　

作
品
集
販
売
部
数
13
冊

発　行
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硯心会だより　第２号
　

②
次
年
度
硯
心
会
書
展
（
予
定
）

　

２
０
１
９
年
７
月
18
日
（
木
）
～
７
月

21
日
（
日
）
10
時
～
18
時

　

18
日
は
13
時
か
ら
、
21
日
は
16
時
ま
で　
　

　

作
品
締
切
は
６
月
10
日
（
今
年
度
６
月

１
日
よ
り
変
更
）

　

③
今
年
度
学
芸
書
道
全
国
展

　

小
学
生
対
象
の
「
東
京
都
小
学
校
書
写

研
究
会
賞
」
が
新
設
さ
れ
る
。

　

④
次
年
度
学
芸
書
道
全
国
展
（
予
定
）

　

審
査　

２
０
１
９
年
７
月
27
日
（
土
）

９
時
30
分
よ
り

　

会
期　

８
月
23
日
（
金
）
～
24
日
（
土
）　

　

表
彰
式　

８
月
24
日
12
時
30
分
よ
り

　

⑤
硯
心
会
だ
よ
り

　

９
月
に
「
硯
心
会
だ
よ
り　

第
２
号
」

を
発
行
予
定
。
理
事
会
・
総
会
の
議
事
録

と
と
も
に
10
月
上
旬
に
理
事
宛
に
発
送
予

定
。

　

⑥
硯
心
会
名
簿

　

販
売
22
冊
（
７
月
22
日
時
点)

　

⑦
交
流
展

　

今
年
度
日
中
韓
文
化
交
流
書
作
展
に
日

本
側
か
ら
50
名
の
出
品
者
が
集
ま
っ
た
。

　

来
年
度
に
つ
い
て
は
、
北
京
師
範
大
学
、

ソ
ウ
ル
師
範
大
学
、
東
京
学
芸
大
学
卒
業

生
を
中
心
と
し
た
新
し
い
枠
組
み
で
の
三

国
展
も
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
の
で
引
き
続
き

の
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

❖

第
42
回
学
芸
書
道
全
国
展
開
催
さ
れ
る

　

硯
心
会
と
東
京
学
芸
大
学
書
道
分
野
の

共
催
に
よ
る
同
コ
ン
ク
ー
ル
が
、
７
月
28

日
の
審
査
を
経
て
、
８
月
26
日
、
27
日
に

東
京
学
芸
大
学
芸
術
館
に
て
展
示
さ
れ

た
。
８
月
26
日
に
は
、
東
京
学
芸
大
学
・

出
口
利
定
学
長
の
ご
臨
席
を
得
て
、
表
彰

式
が
盛
大
に
お
こ
な
わ
れ
た
。

　

第
42
回
の
出
品
団
体
は
98
団
体
、
総
出

品
者
数
は
７
８
６
１
点
と
、
全
国
の
書
道

教
室
、
各
種
学
校
か
ら
多
く
の
出
品
を
い

た
だ
い
た
。

　

最
優
秀
団
体
賞
は
、
聖
徳
大
学
附
属
女

子
中
学
校
高
等
学
校
、
桜
美
林
中
学
校
・

高
等
学
校
、
星
野
学
園
中
学
・
高
等
学
校

が
受
賞
。

　

個
人
賞
の
最
高
賞
で
あ
る
東
京
学
芸
大

学
学
長
賞
の
受
賞
者
は
次
の
通
り
。

小
６　

三
井
星
奈
（
星
野
学
園
小
学
校
）

中
１　

金
子
心
夢
（
西
武
台
千
葉
中
学
校
）

中
２　

楠
元
大
希（
浅
野
中
学
・
高
等
学
校
）

中
３　

原
口
ひ
な
の
（
勝
田
書
道
塾
）

高
１　

杉
本
穂
果
（
都
立
足
立
高
等
学
校
）

高
２　

山
中
華
鈴（
福
岡
県
立
大
宰
府
高
等
学
校
）

高
２　

田
村
理
莉
（
大
成
高
等
学
校
）

高
３　

坂
山
智
美（
星
野
学
園
中・高
等
学
校
）

高
３　

山
下
優
月
（
浜
松
学
芸
高
等
学
校
）

高
３　

吉
田
七
都
海（
茗
渓
学
園
中
学
校
高
等
学
校
）
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❖

硯
心
会
各
支
部
・
同
窓
生
の
活
動
報
告

　

①
千
葉
硯
心
会
書
展
の
ご
報
告

    

千
葉
硯
心
会
事
務
局 

石
井
昭
正（
31
期
） 

　

千
葉
硯
心
会
書
展
は
、
原
則
、
千
葉
県

在
住
・
在
勤
の
東
京
学
芸
大
学
書
道
科
出

身
者
を
会
員
と
し
、
現
在
の
会
員
数
は

１
３
０
名
ほ
ど
。
年
に
一
度
の
展
覧
会
に

は
三
分
の
一
程
度
の
会
員
が
毎
年
出
品
し

て
い
ま
す
が
、
転
居
・
高
齢
化
な
ど
に
よ

り
、
出
品
数
が
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

若
い
力
に
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

平
成
30
年
度
は
８
月
７
日
～
12
日
、
第

47
回
展
と
し
て
、
千
葉
県
立
美
術
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
揚
石
舒
雁
先
生
の
遺
作

を
含
め
、
33
点
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し

た
。

　

折
悪
し
く
、
期
間
中
、
台
風
の
接
近
に

伴
い
来
場
者
数
は
５
０
０
人
近
く
で
例
年

の
半
分
程
度
で
し
た
が
、
個
性
溢
れ
る
作

品
に
熱
心
に
鑑
賞
し
て
く
だ
さ
る
お
客
様

の
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

  

来
年
度
も
、
同
時
期
に
開
催
予
定
で
す
。

世
話
人
に
も
若
い
世
代
が
加
わ
り
心
機
一

転
。
ご
高
覧
・
ご
批
評
賜
れ
れ
ば
幸
甚
で

ご
ざ
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ

げ
ま
す
。

　
②
埼
玉
硯
心
会
の
活
動
報
告

 

埼
玉
硯
心
会
事
務
局　

杉
山
惠
美（
25
期
）

　

８
月
５
日
（
日
）
～
８
日
（
水
）
の
日
程

で
埼
玉
会
館
第
三
展
示
室
に
お
い
て
第
41
回

埼
玉
硯
心
会
書
作
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

吉
田
鷹
村
先
生
の
賛
助
出
品
を
賜
り
、
８
期

か
ら
64
期
ま
で
37
名
の
出
品
者
が
80
点
を
超

え
る
作
品
を
集
結
さ
せ
ま
し
た
。
広
々
と
し

た
展
示
室
に
大
小
様
々
な
力
作
が
並
び
壮
観

で
し
た
。
暑
さ
の
中
、
ま
た
台
風
の
中
多
く

の
方
々
の
参
観
を
頂
き
盛
会
の
裡
に
終
え
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

県
立
図
書
館
で
県
内
在
住
、
在
勤
の
有
志

が
始
め
て
く
れ
た
こ
の
展
覧
会
。
会
場
を
埼

玉
会
館
に
移
し
、
徐
々
に
成
長
し
な
が
ら
続

い
て
い
ま
す
。
こ
こ
数
年
新
し
い
仲
間
、
若

い
人
た
ち
が
増
え
て
新
し
い
風
を
吹
き
込
ん

で
く
れ
活
気
が
戻
っ
て
来
て
い
ま
す
。
会
員

数
は
五
十
余
名
。
各
々
が
自
己
研
鑽
を
積
む

こ
と
は
勿
論
で
す
が
、
年
間
を
通
し
て
、
研

修
の
機
会
を
設
け
て
、
相
互
に
高
め
合
い
展

覧
会
に
臨
み
ま
す
。
春
か
ら
は
、
毎
月
集
ま

り
、
作
品
研
究
会
。
ま
た
、
秋
に
は
、
会
員

の
秘
蔵
品
鑑
賞
や
講
演
会
、
美
術
館
巡
り
な

ど
し
て
勉
強
し
て
い
ま
す
。
仲
間
た
ち
と
の

交
流
で
絆
も
深
ま
り
と
て
も
良
い
雰
囲
気
に

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
相
互

に
高
め
合
い
、
良
い
形
で
続
け
て
い
け
れ
ば

と
願
っ
て
い
ま
す
。
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発 
 

行　

⦿
硯
心
会
本
部　

〠
一
八
四
―
八
五
〇
一

　
　
　
　

東
京
都
小
金
井
市
貫
井
北
町
四
―
一
―
一

　
　
　
　

東
京
学
芸
大
学　

加
藤
泰
弘
研
究
室

編　

集　

⦿
硯
心
会
事
務
局　

〠
四
〇
二
―
八
五
五
五

　
　
　
　

山
梨
県
都
留
市
田
原
三
―
八
―
一

　
　
　
　

都
留
文
科
大
学　

学
校
教
育
学
科　

草
津
祐
介

　
　
　
　

✉k
u
s
a
t
s
u
@
t
s
u
r
u
.
a
c
.
j
p

　

　

硯
心
会
支
部
の
活
動
に
つ
い
て
、
硯
心

会
会
則
付
則
に
「
３
．
本
会
は
支
部
を
設

け
る
こ
と
が
で
き
る
。
支
部
は
卒
業
年
度

（
同
期
生
）
及
び
地
域
別
と
す
る
」
と
あ

り
ま
す
。
地
域
や
卒
業
年
度
の
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
活
動
に
つ
い
て
、
事
務
局
・
草
津

祐
介
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
開
催
予

定
ま
た
は
開
催
報
告
と
し
て
、
本
紙
に
て

紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

③
『
コ
ト
バ
ノ
カ
ケ
ラ
』
が
出
版

　

南
全
星
＝
言
葉
、
長
野
秀
章
＝
書
に
よ

る
『
コ
ト
バ
ノ
カ
ケ
ラ
』
が
、
２
０
１
８

年
８
月
、
カ
オ
ス
デ
ザ
イ
ン
研
究
所

株
式
会
社
よ
り
出
版
さ
れ
た
。
定
価
は

２
０
０
０
円
（
税
込
）。
お
求
め
は
、
発
行
所

０
９
０・７
７
０
５・８
３
２
５（
代
表
）ま
た
は
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
０
３・３
８
４
２・８
６
８
９
ま
で
。

　

著
作
等
を
出
版
さ
れ
た
会
員
の
方
は
、

事
務
局
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。
本
紙
に

て
紹
介
い
た
し
ま
す
。

❖

　

交
流
展
参
加
報
告

　
　

交
流
展
事
務
局　

草
津
祐
介
（
52
期
）

　

今
年
度
は
、
硯
心
会
の
後
援
の
下
、
合

計
50
名
に
ご
出
品
を
い
た
だ
き
第
15
回
日

中
韓
文
化
交
流
書
作
展
に
参
加
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

　

７
月
30
日
か
ら
８
月
１
日
の
２
泊
３
日

で
、
団
長
・
長
野
秀
章
、
副
団
長
・
上
野

清
美
、
加
藤
泰
弘
と
団
員
・
荒
井
一
浩
、

鎌
田
宏
、
姜
星
美
、
金
敬
順
、
草
津
祐
介
、

平
倉
和
則
、
平
倉
阿
未
、
深
谷
昌
子
、
渡

邊
朋
子
（
敬
称
略
、
五
十
音
順
）
の
12
名

が
訪
韓
し
た
。
以
下
簡
単
に
紹
介
し
た
い
。

初
日
―
―
７
月
30
日
は
、
坡
州
に
あ
る

ヘ
イ
リ
芸
術
村
へ
向
か
い
、
ソ
ウ
ル
師
範

大
学
校
の
韓
泰
相
元
教
授
の
ア
ト
リ
エ
を

訪
ね
た
。
淑
明
女
子
大
学
校
教
育
大
学
院

の
金
香
美
教
授
も
駆
け
つ
け
て
く
れ
面
識

を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
後
、
韓
国
の
学
校
で
多
く
使
用
さ

れ
て
い
る
硯
（
藍
浦
石
）
が
作
ら
れ
て
い

る
と
い
う
保
寧
に
向
か
い
鑑
賞
・
購
入
し

た
。

　

翌
日
―
―
７
月
31
日
は
、
広
州
に
あ
る

「
美
陶
窯
」（
窯
主
は
田
元
具
）
へ
行
き
、

韓
国
の
陶
器
を
鑑
賞
・
購
入
し
た
。
田
氏

は
、
ア
メ
リ
カ
、
ド
イ
ツ
で
の
作
品
の
展

示
・
販
売
や
日
本
の
三
越
、
高
島
屋
で
の

展
示
・
販
売
も
し
て
い
る
と
い
う
。

　

そ
の
後
、
京
畿
大
学
校
の
水
原
キ
ャ
ン

パ
ス
へ
向
か
い
、
京
畿
大
学
校
芸
術
大
学

の
書
芸
・
文
字
芸
術
学
科
の
張
志
熏
教
授

を
訪
ね
た
。
ま
ず
、
張
教
授
に
大
学
の
施

設
を
案
内
し
て
も
ら
っ
た
。
そ
し
て
、「
韓

日
大
学
書
芸
教
育　

国
際
交
流
学
術
会
議

―
―
韓
国
と
日
本
の
大
学
書
道
教
育
現
況

と
進
路
方
向
」
に
参
加
し
た
。
ま
た
、
続

け
て
、
日
韓
席
書
揮
毫
会
が
あ
り
、
筆
墨

に
よ
る
交
流
も
お
こ
な
わ
れ
た
。
席
書
揮

毫
会
で
は
、
日
本
側
か
ら
、
長
野
秀
章
、

上
野
清
美
、
渡
邊
朋
子
が
揮
毫
し
、
韓
国

側
か
ら
、
呉
光
石
、
金
辰
濚
、
李
燦
爀
が

揮
毫
し
た
。

　

最
終
日
―
―
８
月
１
日
、
交
流
展
の
会

場
に
向
か
う
。
会
場
と
な
っ
て
い
る
エ
リ

ア
―
―
仁
寺
洞
は
、
書
道
用
品
店
や
骨
董

屋
な
ど
が
充
実
し
て
い
る
エ
リ
ア
だ
。
交

流
展
の
会
場
は
、
そ
の
仁
寺
洞
の
入
り
口

の
非
常
に
目
立
つ
ビ
ル
に
あ
っ
た
。

会
場
で
あ
る
韓
国
美
術
館
に
到
着
し
、

兪
炳
利
＝
韓
国
書
文
会
代
表
、
瞿
志
豪
＝

上
海
市
大
学
書
法
教
育
協
会
会
長
、
張
信

＝
上
海
師
範
大
学
教
授
他
と
２
年
ぶ
り
の

再
会
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

今
年
は
、
三
国
あ
わ
せ
て
二
百
点
あ
ま

り
の
作
品
が
集
ま
り
、
圧
巻
の
展
示
量
で

あ
っ
た
。
韓
国
美
術
館
は
来
館
者
の
数
も

非
常
に
多
か
っ
た
。

　

そ
の
後
始
ま
っ
た
開
幕
式
で
は
、
各
国

の
メ
ン
バ
ー
の
紹
介
、
代
表
・
団
長
の
挨

拶
の
他
、
韓
国
書
藝
協
会
常
任
理
事
・
金

基
東
、
韓
国
書
芸
新
聞
社
・
崔
社
長
他
の

あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

開
幕
式
の
後
は
、
昔
の
家
を
改
築
し
た

レ
ス
ト
ラ
ン
で
三
国
の
関
係
者
が
集
ま
っ

て
の
会
食
を
し
、
二
年
後
日
本
で
の
再
会

を
約
し
今
年
度
の
交
流
展
を
終
え
た
。

来
年
度
は
北
京
師
範
大
学
、
ソ
ウ
ル
教

育
大
学
校
と
東
京
学
芸
大
学
の
卒
業
生
を

中
心
と
し
た
出
品
者
に
よ
る
交
流
展
を
日

本
東
京
で
開
催
す
る
。
書
を
介
し
た
国
際

交
流
に
ご
参
加
い
た
だ
き
た
い
。


